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1.  序 

明治政府は日本の 鉱物資源確保を 近代化政策の 大き 

な 柱の - つとし全国各地の 鉱山の開発に 力を入れた   

幕府直轄の日本の 主要な銀山の 一つに数えわれていた 

生野 銀 m にも近代化設備を 投入し生産力の 大幅なア 

ップを計るために ，明治政府はフランスに 協力を求め 

た ． その結果，生野銀山の 銀，銅の生産は 飛躍的に向 

上した． こうして生野鉱山は ， 日本の鉱工業の 拡大発 

展に大きく寄与することとなった． 

フランスの主要な 鉱山都市サン・ テチ エンヌ 

(Saint.Etienne 。 Loire) の鉱山学校出身のジャン・ フ 

          ノア・コア ニ 3- (Jean  FranC ㎡ s  C づ enel, 1837 一 

1902) を始め延べにして 24 人のフランス 人が生野鉱山 

に勤務した． 本稿では技術者ばかりでなく ，医師等に 

ついても資料を 紹介する． また， フランス人 鉱 m 技師 

の日本での活躍は ，愛媛県の別手鉤 m においても見ら 

れ ，近代鉱業とフランスの 関係が極めて 密接に係わ @   っ 

あ っていることが 良く分かる． 本稿では，既に 言及し 

たコアニり   1) を除く 鉱 m 関係フランス 人の紹介であ る． 

筆者の知るかぎり ， フランス医学を 伝えた エ ノン、 2   し 

ウィ ダ川 3., マイエ，近代建築に 寄与したレスカス ， 

近代道路を造ったシスレイ・   4@ 鉱 m 技師 ム一 シェ， ヴ 

ェルネイ。   5,, ラロック。 6,, リュスタンベルジ コ 7@ 弟 ， 

刃ロ ロ Ⅱ 

ボツーン 。   8   し ド ・ セ ヴォー カ 9), オジ ェ は 0 などはまだ余 

り調査・研究されていない． 

フランス人が 来たということはフランス 文化が入っ 

て来たということにほかならない． そこにお雇い 外国 

人研究の広がりをみることかできる．即ち 外国人たち 

が 日本に持って 来たものは， 勿論単なる技術だけでは 

なく， その幅は広い． フランス人イコールフランス 文 

化とみるのが 正しい見方であ ろう． 生野 鉱 m がフラン 

ス医学の原点の 一つであ るのも見逃してはならない． 

これまでは，外国の 影響といえば ，医学がドイツ ， 

文学がフランスといったような 図式が一般的であ った 

が，それは余りにも 短絡 白 りな見方であ る・ フランス文 

化は幕末以後，いろいろな 分野で日本に 影響を与えて 

いる．勿論， それらは，文学の 領域だけではなく ， 法 

制 ，技術，軍事，医学，教育という 分野まで広範囲に 

わたっている． たとえば，医学をみてみよう．横須賀 

製鉄所の サヴァチエ ( 外科 ) (11), アレクサンドル 

( 歯科 ) (12). マッ セ (13) などのようにまだ 研究さ 

れていないフランス 人も結構多い． 

これらのフランス 人がどのようにして 明治政府あ る 

いは私営企業に 雇用されたのか・ 本稿では特に 契約関 

係からお雇い 外国人を考察したものであ る， できるだ 

け欧文の契約書を 併記したので ， これまで 暖味 であ っ 

た技師等の正式な 職種や正確な 姓名のほか． 出生地， 

居住地などがはっきりした ， 

さて，外国人を 雇用する場合， 日本人の場合と 異な 

り 契約書が必ず 取り交わされた． これは，採用側にと 

っては全く新しい 経験となった． つまり欧米の 近代的 

な 法律がそこに 入って来たのであ った．契約書の 作成 

によって，将来起こるであ ろう大部分のトラフルが 防 

止 できたものと 思われるが・ それでも官営富岡製糸 場 
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の ポール・プラ ， ジュスタン，バレットの 場合のよう 

にこじれたケースも 若干ではあ るが出た (14). 

生野鉱山の雇用契約は ， 殆どフランスのサン・ テチ 

エンヌで日本政府の 代理人であ るコア ニェ または代理 

の オジエと 就職希望者の 間で行われた．原則 由 りには フ 

ランス語の契約書作成はコ ア ニェに 全 べてが委託され 

ていた． 

雇用者は契約書釣書の 雛形をまず形成しそれに 基 

づいて技術者等の 契約を行い，将来に 問題を残さない 

ようにした (15). その内容は，契約期間，給与， 往 

復の旅費，禁止事項，解雇，住居などにわたっている   

明治時代を通してこのような 雇用契約書の 内容は他の 

場合も大体において 共通のものであ る． 

生野鉱山の場合は ，月給は，鉱夫・ポンプ 職の洋銀 

100 枚から左官・ 機械 方 ・ 焼 横矢・ 鏡 形 職 ・坑夫の洋 

銀 150 枚，技師長の 800 枚までとその 幅は広く，医師の 

場合は 300 一 350 枚となっている． これらの金額を 鉱業 

関係以外のお 雇い外国人のそれと 上ヒ駁 した場合， ほぼ 

同じものであ る． しかし生野鉱山の 例ではないが ， 

フランス語教師の 間の賃金格差が 問題となってもめた 

ことがあ った (16). 賃金だけをみると ， コア ニェ は， 

法律顧問のボアソナード (17) や横須賀製鉄所所長ヴ 

ェルニー (18) に匹敵する最高給であ る． また，新政 

府にとってお 雇い外国人の 人件費が財政上大きな 負担 

となっていたことも 事実であ った． 

雇用期間は， 月 契約，年契約，無期限契約とあ るが， 

月 契約は言わば 試用期間のような 場合に多い． 

特に外国人の 場合は宗教活動禁止の 項目は契約書に 

明記された．当時，政府が 外国人による 宗教活動にか 

なり神経をとがらせていた 様子が良くわかる． その他， 

兼業については 商業活動は完全に 禁止された． これは 

今日の公務員の 兼業の禁止に 相当しよう．語学教師の 

場合には週に 何時間までとかといったように ，かなり 

細かく取決めた 契約もみられ ，兼職も有り 得た． これ 

らの契約書からが 雇い外国人が 置かれていた 立場がか 

なりはっきりしてくる   

雇用に際し最も 重要な契約書は 生野鉱山の場合， 大 

体次の様なものであ る．本稿では 明治 6 年に追加募集 

をした時のものであ る (19)   

比約定 ハ 何年何月某日ニ 於テ 一方八日本政府 ノタ メニ 

取扱御雇 師 「 コ 八二一」 氏ト文 一方 ハ 何某 ト 取緒 / 事 

左 / 如シ 

第一条 

一 石 某ハ 坑夫 / 枝葉 ヲ以テ 一年間月給百五十円 / 割 

合ニテ日本政府へ 雇 ハルル 事 

第二条 

一 「マルセイル」 ョリ 生野 マデノ 路費トシテ 金 四百 

円別 二手当トシテ 百円 ヲ与フヘシ 

一 約定 / 経文ハ具俊姉 ケ月 / 中手石英「マルセイ 

ル」 へ向ケ 出帆スルトキハ 旅費 ト、 ンテ 金 四百円 ノ 

高ヲ 愛聴 ヘシ然 トイ エト モ有時限十二乗船 セ サル 

トキハ路費 ヲ 愛敬ルノ覚議ナシ 

第三条 

一 日本政府 ハ右某 三相当 / 家屋並 ニ 必要 / 家具 ヲ 付 

与 スヘシ 但シ 食料 / 運送等二 村テハ全ク 同人 ノ 

自費タルヘ シ 

第四条 

一 石某 ハ部 テ 指揮 ヲ 「 コ 八二一」 或ハ 同人代理 又ハ 

其 襲職 ノ モノ ノ ミ ニ之 レ フ受クヘシ而 シテ 若シ 政 

府 ト 訴訟 / 享有定説 ハ必ス右 「コアニー」氏 文ハ 

同人代理致 ハ其 襲職 ノ モノノミニ取次 ヲ以テ之レ 

ヲ 上申 スヘ - ン 

第五条 

一 北条約期限 中 某氏モシ晴ニ 罹ルトモ 医師 ョ リノ確 

固タル講書アルニアラ ザ レハ 休勤 スル ヲ得ス且文 

一 ケ 月以上不動ナルトキハ 其 不動日数 / 給料 ヲ与 

ヘス ニ ケ 月ヲ経テ尚癒 サレハ北条約 ヲ廃シ 英日ヨ 

リ 給料 ヲ与ヘス 「マルセイル」 マデノ 帰国旅費四 

百円八町 相渡事 

第六条 

一 同氏不行状 力又ハ 上職の命ニ晋 ク トキハ比約定 ヲ 

廃止 スヘシ然 ルトキハ政府ニ 施 テ 同人へ 暇ヲ遣ス 

後ハ 同人へ月給 ハ 勿論 亦 「マルセイル」 マデノ 帰 

国旅費 ト モ年 ヘ サル ヘ、 ン 

第セ条 

一 北 条約期限 中 政府三船 テ 比約定 ヲ廃 セントスル 時 

ハ右某へ六ケ 月 / 月給即金九百円正ニ「マルセイ 

ル 」 マデノ 帰国旅費金四百円 ヲ払 フ % 於テハ 政府 

ハ 何等 / 事故 ヲ問 ハス 之ヲ 廃止スルノ 権 ヲ有スヘ 

シ 

これに対する 4 ム文の雛形があ るので，それを 次ぎに示 

す   

Contrat@ fait@ le ・・・ jour@du@ mois@ de@I ， Annee ・・・ entre@ les 

    一 " 一     
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この月給の差についての 理由は記されていない． 

250 円という月給は 他の外国人語学教師に 上 ヒ べて低い 

ものではない (26)   

マイ ェ は富岡製糸 場 とは昭和 8 年 1U 月 Ⅰ日から同 8 

年 m2 月 31 日まで契約を 行っている．生野 鉱 m へは エ / 

ン の後任として 雇用契約が結ばれたが ，マイ ェ の契約 

期間が明治 8 年 11 月 1 日から 3 ケ年 となっているので 

1 ケ 月のずれがあ る． それはマイ ェ が富岡製糸 場を 1 

ケ 早く辞めたことを 意味していよう ， マイ ェ の月給は 

200 円であ った． 免許は外務省から 明治 8 年 ml 月 10 日 

に 下がり， 同 m1 月 6  月 30 日に返納された (27)   

マイ エ の生野鉱山との 雇用契約書は 次の通り (28). 

鉱山寮御雇仏国人才 一ギュ スタン・エメーン 儀 先般 

暇 遣帳 ニ行為代員是迄何案 月雇致シ居 同国人フランソ 

ワ， エー ジン， マイエート中老来 ル 十一月一日ヨ リ三 

ケ年間雇人条約数 候 間別和洋文 夫相添此段 御局 申進候 

也 工部 

条約書 

一万八日本政府 / 浩ニ取扱 フ処 / 鉱 m 寮長官大島高任 

トス一万八双文部省奉仕ノフランソワ ，エージン，マ 

イ ェ氏ト 明治八年西暦千八百七十五年七月十五日響 方 

ノ 間ニ取緒 ヒ タル 定約左 / 如 - ン 

第一条 

一方長官比定約書 ヲ以テ右 マイエ 氏ヲ 日本政府へ奉仕 

ノ為ニ 雇人 シ ルモノ ニ シテ同氏 ハ何レノ地 ニテ モ 指令 

ニ従 ヒ 医師 兼 仏語教師 / 器能ヲ以テ 明治八年西暦 千ノ ・、 

百七十五年十一月一日 ョリ 何フ ニ ケ年間 右 政府 ニ 奉仕 

スルコトヲ約 セリ先仏語教授時間八休日 ヲ除キ 毎日二 

時間タルヘキコト 

第二条 

右 マイエ尺ハ同氏存在中 / 鉱 m 長官 又ハ 長官 ョリ 同氏 

へ 連木シタル 他 / 主任官 ョリ 指令 ヲ受ケテ之ヲ 守付ス 

ベ シ 且ツ 君長官 若 クハ主任官 ヨリ予メ 允許 ヲ得 ルニ 

非 レハ同氏 ハ 自己 / 休業 ヲ得ス 

第三条 

右 マイエ 氏 / 給料ハーケ 月 金貨三百円 或ハ Z ニ当償ス 

ル 通用貨幣ニテ 之定約面 奉職 / 月日ヨ り 数へ毎月末ニ 

払渡スヘ、 ン 

第四条 

吉政府 ハ 比定 定約 存在中 ハ右 マイエ 氏 二家具不備相当 

ノ 居家 ヲ 年給 スヘシ 且ツ 鉱山寮 / 外国人旅費定則 ニ 

照準 シ 東京 ョリ 生野道 / 旅費 及定約 満期 / 節 生野 ヨリ 

東京進 / 旅費 ヲ 給与 スヘシ 且此之定約面 / 職掌 ヲ尽 

スニ必要 / 旅費 ヲ モ石定則 ニ 照準 スヘ - ン 

第五条 

右 マイエ 氏 / 比定 約 存在中八専 う 同氏 / 職掌 ヲ 日本政 

府へ尽シ 商業 其他ニ類 スル何事タリ トモ 同氏自身 或 八 

人 ヲ以テ之ラ 行 フハ 勿論猫又 之 二関係スル コトヲ得ス 

第六条 

若 同氏 / 奉職中何時ニテ モ 病気 或ハ 怪我 ニ依テニ ケ月 

間引続 キ 比定 約面 / 職務 ヲ尽 スコト 能ハ サル力哉ハ具 

不動時間有期限り 如クナ ラサルモ 若シ右 奉職中何時二 

テ モ柄ニ権 り或ハ 怪我 ヲ受ケ サル力哉 ハ其 病垂クシテ 

右 / 職ヲ尽ス 二障害 ト ナル 如 キハ勿論 総テ 右様 / 時 ハ 

兵 時 / 工部卿達ニ比定 約ヲ廃 スルノ公義アリ 然 シテ 

右 マイエ 氏 / 定約残期 / 給料ハ車 之ヲ 愛敬ルノ公議 ハ 

勿論 其他之 比定約二関シテ 便宜 ヲ得 ルノ分譲 モ 同氏ニ 

絶テナ、 ン 

第セ 粂 

君マイエ 氏若シ 比定的中河 レノ廉 ニテ モ 之 ヲ破 ル力 守 

行セ サル三船 テ ハ具 節 / 工部卿公然比定 約ヲ 艦上スル 

コトヲ得ヘシ 然ル時ハ 同氏 之定約面 / 給料 若 クハ 他 

ノ 便宜 ヲ得 ルノ公義 ハ 即時二 止べ - ン 

右 撃刀 / 手記 ヲ澄署ス 

大島高任 手署 

右手署諸人 伊東保養 

フランソ ア，ユ Ⅰマイ工 手署 

右手署 鐙 八 イ ーピ Ⅰ プラク 

なお，マイ エ は 1880 年 5 月 14 日にフランス 船の タ ナ 

イス 号 (Tanais) で帰国 (29). その後の消息は 不明， 

3. 土木建築技師ジュール・レスカス (Jul 。 S 

Lescasse) 

釈氏の調査では ，生年月日や 来日年月日などは 不明 

であ るがレスカスが 生野鉱山に雇われたのは 明治 5 年 

3 月から同年 9 月までの 6 ケ 月であ る (30). 筆者が 

調べた東京都公文書館所蔵 『 傭 外国人員 調 一明治 14 年 

下半 ケ 年分 ] によるとレスカスは ， その後の明治 13 年 

7 月 15 日より無期限で 三菱会社に建築 司 として雇われ 

ている． なお月給は洋銀 400 弗であ った． 

フランス人と 煉瓦，瓦の製造は ， 日本の近代建築史 

上，極めて重要であ る． それは，生野鉱山や 横須賀製 

鉄所 (31), 富岡製糸 場 (32) の例を見るまでもない・ 

また，横浜のジェラール 瓦 ，煉瓦もまた 民家 (33) の 
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建築に多く使われた   点で重要であ る． 

レスカスの生野 鉱 m での契約書は 見当たらないが ， 

西洋建築に関する 資料があ る．幕末以降，急速に 西洋 

人が横浜を始め ，神戸などに 店舗・工場や 住居を建設 

した・ そのため，多くの 外国人の建築家が 日本へやっ 

て 来た (34). 彼らは， また企業や日本政府の 依頼を 

受け多くの省庁の 建物をさまざまな 様式で建築した． 

そのなかの幾つかの 西洋建築が日本各地にいまでも 見 

られ，記念建造物となっているものもあ ることは周知 

の通りであ る． レスカスもそういう 建築家の一人とし 

て 記憶すべきフランス 人であ る． 

明治 5 年 3 月から 9 月までレスカスが 日本の地震と 

煉瓦建築について 興味深い論文 (35) を発表している   

フランス人技術者達が 関係した煉瓦建築は ，横浜の ア 

ルフレッド                       ル (36) の 瓦 ・煉瓦を使った 建 

物を始め，横須賀製鉄所，富岡製糸場などが 特に注目 

されるが，生野 鉱 m や横浜製鉄所の 建造物にもフラン 

ス人の焼いた 瓦 ・煉瓦が使用された． 

ただ，生野鉱山の 場合は，煉瓦の 積み方は，横浜 梨 

鉄肺 (37) の建築や富岡製糸場の 場合と異なりイギリ 

ス積みであ る． もっとも， フランス人技術者がイギリ 

ス積みを採用しても 不自然ではない．それは ，技術者 

個人の問題だからであ る．横須賀製鉄所の 建造物にも 

イギリス式の 積み方が見られる． 

「 抑 是迄地震 / 現象 ニ 屡々感動スル 国 ニ股 テ Z レカ石 

ニ皆人 / 苦心スル就中日本国二才 イテモ 

天皇陛下政府 / 信用ニョ ッテ 妹人面建築創始セショ 

リ九モ 乏しニ 注意 セ サル ヲ得ズ 厚壁 ニ シテ堅固二床材 

及ヒ 屋根 ニ 取付ケタル煉化石屋八日本風家屋副チ 材用 

家屋 ョリ 多年 / 久 シキニ 堪ユル ユエ堅固ナルコ ト % 安 

堵 フ ナシ 得ベシ 煉化石 ヲ以テ 填塞シタル 或 ハ面ラサル 

材成 建築八日本ニ 船 テ 重大ナル 貴館或ハ 大邸宅二八採 

択、 シ難シ 如何 ト ナ ンバ Z ノ 建築八重モニ 材木ヨ リ成 ル 

トコロ ニ シテ式部分 ニ 速力ナル破壊 ヲ 感触スレバ チリ 

最初ニ 之 / 材成 建築家ニ村元 モ 通ニ腐敗スル 部分別 

チ 基礎材 及ヒ重モ ナル柱根 ヲ鋳 喪具ニ国 テ 代用セシメ 

或ハ 鏡板 又ハ鋳具ヲ以テ 製造シタル基礎材 及ヒ重モ ナ 

ル柱根 ヲ 社用スル コトヲ 思考セシモ足レハ 何 モ 莫大 / 

費用 ヲ用 スベ 、 ン 

友ニ演述任侠 仏師 ハ 開成学校建設 / 節 「 ト クトル・ 

ミュルレー」 (38) 氏ョリ 比興二基 キ 草稿図面 ヲ製 ス 

ル コト ％台セラレ 初メテ 経験セシ考ニシテ 日本国両口 

ニ限 ，ラズ地震 / 為 メニ寒心スル 河地ニテ モ 緊要ナル仕 

法 ト   思考 仕候 

弘ニ 於テハ 化法 / 発明者云々二関係スルトコロ ニ 非 

ラスト 雄モ 之レ フ 明確セシ朋友共和ニ 股 テモ未タ決、 ン 

テ 聞カ サルトコロ ニ シテ便利仕法 ト 自信セシユエ 一己 

に Z ヲ 包蔵 スルトコロニ 井 ス恐 ク日本ニ股 テ モ久 ク可 

カラサル用法ナランカト 定レ フ 日本政府 / 貴覧ニ俣 、 ン 

取捨を乞 フ 副チ仕法主 ニ 陳述仕法 候 

警ヘバ 接続物品ナシ ニ恰 モ棟大石壁を 積立ル 如ク 焼 

火面 幾個ヲ 積重ネ シ跡 ニ化 / 焼火五％横上ケタル 夏ヲ 

震動セシメ バ 横上ケタル焼火百八八方へ 散乱 シ落 ルハ 

論ヲ待 タス 乍儀此 / 煉 大石 層ヲ 麻縄 鋳 針金成ハ樽ニ 円 

ユル輪金 / 如 キ山 鋳輪ヲ以テ 束縛スルトキハ 此 積層 ハ 

散乱スル コトヲ得 スシテ一塊 フ ナ セシ緯 前面 或ハ 後面 

ニ 藩制スル ヨリ 外 々  カルベ 、 ン 

左 / 新設 ハ此 / 理ヨリ基起 スルトコロ ニ シテ任用品 

八分離スルコト 能 ハズ焼火石壁 ハ 破壊スル コトヲ得 サ 

ル仕方ニ仏 テ 綿綿シタル焼火大積層 ヲ 取付ルナ リ 

前面 或ハ 後面ニ 向ヒ煉 大石壁の顛倒 ヲ支防 スルニ 堅 

直二組合 セ タル 重モ ナル木材 及ヒ 家屋内部 / 表面ニ 要 

スルトコロ / 緑水 / 如ク 堅牢ナル緑水 ニ 徒駒シタル 煉 

大石壁 ヲ 負担スル 大 ナル緑水 ヲ 供用 セバ 容易 ニ シテ 支 

所 法 / 道理 ト 信用 仕候 度々 此 / 仕法 ヲ 施行イタ シ 来り 

既 ニ東方駿河台 ニ 建築シタル「ニコライ」 氏 / 家屋 ニ 

態々 此 / 施行イタ シ候 焼火有一大東 層 / 如キ壁ヲ 表面 

ニテ 釣留 スル コトハ 容易ナルコト 無論 ニ シテ 鋳 / 固有 

力 ヲ 任用スル仕方 ヲ以テセバ 節倹 ヲ得べ、 ン 

此 節倹 ハ則チ鋳ヲ 拘引力ニ位 用ス壱 サンチメートル 

四角 / 鋳棒ハ概 量子ギロガラン ムノ重 キヲ拘引スル ニ 

堪ユベシ 九モ 鋳ノ ，性質善良ナ ンバ同寸 刀ニシテ四千キ 

ロ ヨリ 六千キロ / 重 キニ 堪 エ化 / 割合ニヨ ッテ 直径 六 

サンチメートル 副チ日本曲尺 弐寸 / 鋳棒ハ弐 万八千キ 

ロ ヨリ拾 万キロ迄の重キヲ 拘引 シ得ベシ 勿論建築 / 模 

様ニヨ リ鈎鋳 / 才度 ヲ 算当スル コト ％安ス 此 レカ 為メ 

ニ善良建築ニ 費ストコロ / 金高 / 大凡百分 / 十ヲ 加算 

セ 八十分 ナルベシト 概算任侠 謹白 

横浜ニ股 テ 千八百 セ 十五年八月六日 

同港 寄宿 工捧き ジ ， レスカース」 

日本において 地震対策のため 煉瓦建築については ，煉 

瓦のみでは危険であ る等の助言がなされている． 富岡 

製糸場の場合は ， 木材を煉瓦と 併用してⅠ場などの 建 

築が成功している。 また， 当然のことながら   煉瓦の製 

造に関しては 円本人の瓦職人の 伝統的な技術が 大きく 
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役に立つたことはフランス 人技師の認めるところであ 

る (39 ノ ． なお， レスカスは 1883 年 3 月 10 日にイギリ 

ス 船 アラビック 号 (Arabic) で帰国した (40). 

4. 鉱山技師エミール・ テ オフィール 

  ムーシェ (E 冊 eTh60phileMouchet) 

ム一 シェは， 1872 年 3 月 24 日にフランス 船ゴダ ヴァ 

リ一号 (Godavery) で来日したが (41), 単なる坑夫 

ではなく，鉱山技術をもった 技師であ った．それは ， 

ム一 シェに支払われた 給与がそれを 示している． なお， 

生年月日は不詳   

ム一 シェは， 鉱 m 師 として月給 600 円で明治 9 年 4 

月 1 日より無期限雇用され ， 同 10 年 12 月 1 日 より貿易 

銀で 700 円となった・ また，明治 9 年 12 月 12 日に免許 

状が渡され同 11 年 4 月派 11 日に返納された． 

1872 年 5 月 30 日にサン・ テチ エンヌでコアニェ と 

ム一 シェの間で結ばれた 契約は次ぎの 通り (43). 

第一 
  ヱ ミル ， テ ラ ヒル， ム一 セ氏土質 家 トシテ月給 洋 

銀四百枚 ヲ以テ 日本政府江津 暦 千八百 セ 十二年第二 

月四日 ョリ同十 八百七十四年第二月四日進攻 ケ年 / 

間 勤仕スル コトヲ約シ 本国 ヨリ 日本道 / 旅費 ヲ 手エ 

恨事 

第二 

一 ムーセ氏 定約 期限 相満候節ハ 帰国旅費トシテ 洋銀 

八百枚 ヲ 給与 スヘキ事 

第三 

一 生野在勤中ハ 必要 / 家具 ヲ備ヱ 日本家一軒 ヲ与フ 

ヘシ併賄向 / 諸品ハ 自費タルヘキ 事 

第四 

一 ムーセ氏 都テ 指揮 ヲ 「コアニー」 氏 ニ愛 ケヘク 若 

- ン 政府泣訴訟 / 事故 有之節ハ 「コ ア ニー」 氏 / 取次 

ヲ以テ申通シ 一切直訴不 相成 供車 

第五 

一 ムーセ氏 定 約未満 ニ シテ 勤 方相上條 節ハ 帰国旅費 

洋銀下手便 併シ 政府 ョリ 仮役 相成 倹節 ハ右 八百枚正 

二期限 迄 / 残月 都テ可 附与 事 

ィ ム国サンテチアンニ 於テ 千八百七十二年第 

一月三十日数契約者 也 

コアニー 

ム一 セ 

これに対する ィ ム文の契約書は 残っていない． また， 

この契約書は 1874 年の契約更新時に 全面的に改定され、 

12 条の内容に増加したが (44), これも仏文の 契約書 

は残っていない． 改定理由は旅費の 問題 ( 往復 つ 片 

道 ) や給料の増額，雇用期限変更等があ ったからであ 

る． 明治 8 年の ん一 シェの契約更新に 関する資料は 次 

の通りであ る (45). 初めは 3 年の契約更新の 予定で 

あ ったが， ム一 シェの都合で 契約は 1 年となった． 

名 / 十九号 ヲ以テ 生野鉱山市庁 月雇 仏人ム 一セ儀 今ョ 

リ ヨケ 年間御雇 継 / 儀 相同 置候処 本年十一月 セ 日向 Z 

御 指令 相済候然 ) レニ 同氏都合 / 儀 存亡 失 政一 ケ 年間二 

結約 致度段 今般 願 山事実 不 停止次第二村御許可 相成度 

北殿 相 伺候 也 セ年 十二月 廿 五日 工部 
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別紙工部省 伺 鉱山寮御雇覚国人ム 一セ 年限減縮 / 儀 審 

議 候処 同人都合 / 儀 有文減縮 願世 事実 不 停止 趣 ニ俣 得 

ハ 御許可 相成可然 存候 依テ御 指令 按 調査 Z 段 脚高裁 候 
也 

七年十二月 廿 八日 工部 

ム一 シェの契約書は 次のように lM2 条からなっている 

(47). 

名 / 十九号 同廿 四号 ヲ以テ昨 明治七年十一月 セ 日本年 

一月甘口同情 / 通 「エミル。 テ ラ ヒル， ム一 シェー」 

条約 相 清ニ 候 ニ行郎等和洋文夫 相添此段 御局 申進候也 

三月十二日 工部 

条約書 

比定約八明治七年十二月一日ニ 於テ 一方八日本政府 ノ 

馬取扱 フ鉱 m 助 朝倉 盛 明 文 一方 ハ 当時生野 ニ往 スル技 

術工師「 ム一 シェー」 氏トノ 間三敗縮小事 

第一条 

千八百七十二年一月三十日 「サントチアン」ニ 船 テ 

「 コ 八二一」 ト 「 ム一 シェー」 トノ 間ニ取緒 ヒシ定 約 

八 此 ニ股 テ蓋ク 廃止 スヘシ然 ル上 ハ 向後 君シ 比約定上 

ニ献 キ 異論 差 越ル コ トアルモ 都テ 関係 ナカルヘ - ン 

第二条 

「 ム一 シェー」尺ハ 鉱山師 / 職ヲ以テ 明治七年十二月 

ヨリ満一ケ 年間枝柿 雇候 車両シテ同人生野ニ 船 テ 「 コ 

八二一」 氏 / 出立て テハ 同氏 / 指揮両日 ヲ受クヘシ然 
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レトモ 同氏発足 / 後 ハ郎 チ其任 二代 テ 生野城山ニ股 テ 

技術師長 / 職ヲ司 トル ヘ - ン 

第三条 

「 ム一 シェー」 氏定約 期限中君 シ 日本内他所 坑山 ニテ 

奉職 ヲ命 セラルル 時 ハ丈同所ニ船 テ 技術師長 / 職ニ 届 

ルヘ、 ン 

第四条 

「 ム一 シェー」 氏 / 月給八千八百 セ 十四年第十二月姉 

十 -- 日進 ハ 毎月日本通貨幣五百円ト 定 ムヘシ其 以後主 

約 満期二至 ル 道ハ毎月日本通貨幣五百五十円タルヘ シ 

然 ル上ハ食料 運費ハ 「ム一シエー」 氏 / 自費タルヘ シ 

第五条 

「 コ 八二一」瓦石「ム 一シェー」 氏 / 約条 期限前二日 

本政府 / 職ヲ 上ル 時ハ 「 ム一 シェー」 氏 / 月給 ハ 「 コ 

八二一」 氏 発足 / 翌月 ヨリ 六百円ニ増加 スハ、 シ 

第プ 。 条 

「 ム一 シェー」底止 ヒ 約定期限 中 八間断怠慢 ナク 同氏技 

術 ヲ以テ尊 う政府 / 職務 ヲ奉スヘシ而 シテ商法 文 八日 

本 / 政体上二八竜モ 関係 スヘ カラス 

策セ粂 

君 シ 「 ム一 シェー」 氏病ニ罹ルトモ 医師 ヨ " ノ 確乎タ 

ル講書 ナケ レハ職務 ヲ 欠席スル ヲ得ス 且又 引航 キ ニ 

ケ 月ヲ経テ 病間 癒 サルトキハ「マルセイユ」マテ -- 等 

客 / 路費 ヲ 給付スルモノ ニテ 比約定 ヲ 廃止 - ヌ、 ヘジ 

第ノ ・ 、 条 

右 「 ム一 シェー」 氏 職務 ヲ怠 ル力不治行状力足 ハ 上職 

ノ命 ニ晋 ク トキハ比約定 ヲ 廃止し政府ニ 股 デ 同人へ 暇 

ヲ遣 ハス ヘシ然 ル稜 ハ 同人へ月給 ハ 勿論 文 帰国路費 モ 

与ヘ サル ヘ、 ン 

第九条 

比約定期限前政府ニ 股 テ 「 ム一 シェー」 氏 ニ - 暇ヲ遣 ラ 

ント 欲 スルトキ八六 ケ月 / 給料 ヲ 与へ 若シ残 期限 六ケ 

月 以内 ナ レハ 残 期限 丈ケノ 給与 ヲ 与へ洗ニ比定的中 ノ 

第七条二基 キ 「マルセイル」マテ 帰国 - 等 客 / 路費 ヲ 

佛フ ニ股 テハ 何等 / 事故 ヲ問 ハス 2% 暇ヲ遣 ハスノ 権 

ヲ有スヘ、 ン 

第十条 

比定 約 / 終り 又ハ 其彼 ニ ケ只中ニ石「ム 一シェー」 氏 

「マルセイル」 へ帰 ラントシテ乗船ストルキハ 同所マ 

テ一等旅客 / 入費 ヲ 給与 スヘシ 然 しトモ 以上 - ノ 期限 中 

二乗船 セ サルトキハ 右 / 旅費 ヲ次 シテ読取 ソ公 義 ナカ 

ルヘシ 

第十 - 条 

比定 約 期限 中 「 ム一 シェー」民兵職務 ヲ辞 スルトキハ 

某日ヨ・ W# 餅 + ヲ止 - メ 旅費 モ相渡 サル ヘシ 

第十二条 

日本政府 ハ 「ム一シェー」氏に 家具備 ヘ サル相応 ナル 

日本風 / 家屋   - 宇 同人 / 所用随意 ニ任セテ 付与 スヘ、 ン 

右 / 定約堅ク 相手ルヘキ ヲ証 センガ 為メ雙方姦 ニ兵 

姓名 ヲ 手記 ス 

明治七年第十二月一日生野ニ 船 テ之ヲ 二通二 ニ ス 

朝倉鉱山勘 

エルミ， ム一 シェー 

なお・参考までに 最初の 3 年契約の文案を 示すと 次 

のようなものであ る (48). これに更に訂正が 加え ろ 

れたが，結局 3 度目の改定があ り， ようやく契約改定 

がまとまった   

第一条 千八百七十二年一月三十日 「サントイ テア 

ン 」ニ船 テ 日本政府 り 職務 / 石ニ「コワニー」 ト 

「 ム一 シュー」 トノ 間ニ取締 ヒシ定 約八 此 ニ船 テ尽 

ク 廃止 スヘシ然ル 七ハ向後 君シ 比約定上 - ニ 就キ 異論 

差 超ルコト 都テ 関係 ナ カルベ シ 「変更箇所は 一一   

(l 日一条㍉ 

  

年何月何日ョ リ 潤二 ケ 年間 被 相肩恨事前シテ 同人出 

野 ニ股 テ 「コワニー」 氏 / 出立，道ハ同氏 / 指キ軍而巳 

ヲ受クベシ 然 しドモ 同氏発足 / 後ハ 則チ 其任 二代 テ 

生野 坑山 ニ船テ洋人 ( つ 技術 ) 師長 ノ職ヲ司 トル / ぐ     
- ン @ 日 -  条 ) 

第二条 「ムーン ヱ一 」民主 約 期限中寿 シ 同本内地所 

/ 坑 @L@ ニテ 奉職 ヲ命 セラルル 時 ハ文同所ニ船 テ 技術 

師長 / 職ニ 居ルベ、 ン 

第四条 「 ム一 シュー」 氏 / 月給ハ千八百七十四年第 

+r- 月三 +- 日進 ハ 毎月日本通貨幣何円 ト ( コワ 

ニ一尺 見込 / 五百円ニテ 吋然 ) 缶 ムベシ 有期限 ョリ 

約定満期 迄ハ 何円 ( コワニ一尺 見込 / 五百円ニテⅡⅠ   
然 ) ( づ其 以後主 約 満期二至 ル 道ハ毎月日本通貨幣 )       

タルベシ然ル 七ハ食料．運賃 ハ 「 ム一 シュー」 氏ノ 

自費 タ / レベシ 

第五条 「コワニー」民有「 ム一 シュー」氏の 約定期 

眼筋二日本政府 / 職ヲ止，ル時ハ 「 ム一 シュー」氏の 

月給 ハ 「コワニー」 氏 発足 / 翌月ヨ リ 同 @T] 。 ・コワ 

ニ一穴兎 込 左右月給八六百円ニ 増加シテ 吋然 ) % 増 

加 スベ シ 。 変更 無 ) 
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第六条 「 ム一 シュー」此此約定期限 中 八間断怠慢 ナ 

ク 同氏技術 ヲ以テ尊う 政府 / 職務 ヲ 泰ス ヘシ而 シテ 

商法 文 八日本 之 政治体上二八重 モ 関係 スヘ カラス 

第七条 若ジ 「 ム一 シュー」 氏病 ニ権 ルトモ 医師 ョリ 

ノ 確乎タル 澄書ナケ レハ職務 ヲ 欠席スル コトヲ得ス 

且又引続キニ ケ 月 ( ヲ経テ病尚癒 サルトキハ ) 以上 

病 ニ局ルトキハ 七三 ケ 月 役ハ 比約定 / 文義二基 キ 

( 以上から 基キ 進一部分削除 ) 「マルセイル」進一 

等客 / 路費 ヲ 附与スルノミニ テ 比約定 ヲ 廃止 スヘ - ン 

( 月三条 ) 

第八条 有ム 一 シュー 氏 不行状 (+ 職務 ヲ息ん畝 ) カ 

又ハ 上職 / 命ニ背 ク時 ハ 比約定 ヲ 廃止 シ然ル後ハ同 

人工月給 ハ 勿論また「マルセイル」 迄ノ 一等 客 / 路 

費 モ与 ヘ サル ヘシ ( 旧 四条 ) 

第九条 比約定期限前政府ニ 船 テ暇ヲ遣 ラント 欲 スル 

トキハ 残期 / 半月給 ヲ 手並 之 約定価 中 / 第セ条 二基 

キ 「マルセイル」 迄 帰国一等 客 / 路費 ヲ払フ ニ船 テ 

ハ 何事 / 事故 ヲ問 ハス Z ニ職 ヲ遣 ハスノ 権 ヲ有スヘ 

、 ン (l 日 五条 ) 

第十条 比約定 / 終又ハ 其彼 ニ ケ只中に右「 ム一シ 

ヱ一 」 氏 「マルセイル」エ 席ラント、 ンテ乗船スル 時 

ハ回 処 進一等旅客 / 入費 ヲ 給与 スヘシ然レトモ 以上 

/ 期限 中 二乗船 セ サルトキハ有一等 客 / 路費 ヲ沃 、 ン 

テ 読取 / 公義 ナカルヘシ ( 旧 六条 ) 

第十一条 比約定期限なか「 ム一 シュー」 氏 自己 / 便 

宜ヲ以テ 日本政府承諾 / 土兵職務 ヲ辞 スルトキハ 其 

駐ョ リ 給料 ヲ 止め旅費モ下 相渡事 ( 新しく追加 ) 

第十二条 日本政府 ハ 「 ム一 シュー」 氏へ 家具備エサ 

ル相応ナル日本風 / 家屋一宇同人 / 所用随意 ニ任セ 

テ 附与 スヘシ ( 旧セ条 ) 

なお， ( ) の同条約番号が 次に示す仏文のものに 

相当する． したがって ， ¥2 条の契約書は ， 旧 七条から 

なるものであ ったとみられる． この 7 条の和文の契約 

書は見当たらない． ム一シェの仏文の 契約書は次の 通 

り (49). 

Contrat@ fait@ le@ jour ，，， du@ mois ，・・ de@ 1 ， annee ，，・ entre 
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ler@ Le@ contrat@ de@ service@ entre@ Mr@ J ・ C ， oignet@ et 

Mr E ・ Th ・ Mouchet fa     t a St ， Etienne Ⅰ   trente 

de@janvier@mil@huit@cent@soixante ， douze@sous@le- 

que@  Mr  Mouchet  、 vait  rendu  service  au 

Gouvernement@japona@@   est@enterement@cancC- 

le,@ est@ annule@ par@ cec@@   ainsi@ toutes@ les@ re- 

c Ⅰ   mati   ns qU     pourront etre faites sCon ce 

contrat@ abandonne   

2e Mr Mouchet est engage pour》ro@   ans en qua ， 

lite@ d ， ingenieur@ a@ Ikouno@ il@ sera@ sous@ les 

ordres@de@Mr@Cognet@jusqu ， au@depart@de@c0ui ・ 

ci ， apres quoi il prendra la palace de Mr Coig ， 

net ， direction@ Europeenne@ responsable@ des 

Mines@ a@ Ikouno ， Dans@ le@ cas@ ou@ Mr@ Mouchet 

sera@@   appele@exploier@d'autres@mines@dans@ une 

partie quelconque du Japon ， il y sera le chef 

responsable@des@travaux   

Les@ appointements@ de@ Mr@ Mouchet@seront 

Txes Cnq cents yens par mo@   jusqu'au trente- 

un@ Decembre@ mil@ huit@ cent@ soixante-quatorze 

et@ a@ cinq@ cent@ cinquante@ yens@ a@ part@@   de@ cette 

epoque@ et@ alors@ ces@ fra@@   seront@ a@ la@ charge@ de 

Mr@ Mouchet ・ Dans@ le@ cas@ ou@ Mr@ Coignet@ quit ， 

terait le service du Gouvernement japonais 

avant@ la@ fin@ du@ contrat@ de@ Mr@ Mouchet@ les 

appointements@ de@ cCH     ・ ci@ seront@ part@@   Sx 

cents@ yens@ par@ mo@@   depu@@   Ⅰ   mo@@   qui@ suivra 

le@depart@de@Mr@Coignet   

3e@ Mr@ Mouchet@ s ， engage@ pendant@ la@ duree@ de@ ce 

contrat@ d ， employer@tout@ son@ temps@ et@ ses@ facul ・ 

te@dans@ Ⅰ   service@du@Gouv ・ Jap ・ et@pas@faire@au 

s'avo@@   part@dans@ aucun@ commerce@ou@ trafic,@ et 

pas@ se@ meler@ dans@ les@ affaires@ politiques@ du 

Japon ・ Si Mr Mouchet tomberait malade il 

n'aura@ pas@ le@ droit@ de@ s'absenter@ du@ service 

dans@ un@ certificat@ suffisant@ du@ docteur ， Si@ Mr 

Mouchet@ resterait@ malade@ peandant@ plus@ que 

trois［o@   successi   s〕e Gouv ， Jap ， aura Ⅰ   droi   

d'annu Ⅰ   r@ ce@ contrat@ apres@ ces@ tro@@   mo@@   ont 

passes@ et@ 8louera@ 8ors@ seulement@ un@ passage 

1 。 ， 。 。 lassea Marse Ⅲ。   

4e@ Ce@ contrat@ sera@ tremine@ et@ annu Ⅰ     par@ 1'incon- 

duite de Mr Mouchet ou refus d'executer les 

ordres@ de@ ses@ supeTeurs@ et@ dans@ le@ cas@ le 
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Gouvernement@ Japonais@ ne@ payera@ ni@ ses はこれまで発表されたことがなかったので ，和文と上 ヒ 

5e 

appointements  apr さ tS cette  dale  nj so,n  passage  串 交すること カ ，石下首邑となった   

1" 。 ， classe@a@Marseille   その他， シスレイの飾磨・ 生野間の道路建設 図 が国 

Sans@ enoncer@ aucune               l 。 Gou" 。 ， n 。 m 。 nt  立 公文書館に保存されているが ， これは生野 W 役場 資 

japonais se r 台 ;serve le nroit de d 台 lrneltre Mr  料室の ボイラ一などの 4 枚の設計図とともに 生野鉱山 

Mouchel  avant  la  fin  de  ce  cnnlrat  en  lui  関係の第一級の 資料と言える   

payant Ⅰ   mot@     de ses appointements pour l   

temps@ restant@ a@ accornP@@   et@ un@ passage@ I"6 ， 

Casse@ pour@retourner@a@ MarsCl Ⅰ   conforminant 

ゑ Arhcle 3 さ me   
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querait@ pas@ pendant@ cette@ periode ， il@ n 、 aurait 

pas@ aucun@ droit@ de@ reclamer@ ce@ passage@ 1' ， " ， 

classe   

7e@ Le@ Gouvernement@japonais@ mettra@ a@ la@ disposi   

tion@ de@ Mr@ Mouchet@ un@ logement@ convenable 

sans@meubles@dans@ une@maison@japonaise   

なお， ム一 シェは 1880 年 4  月 28 日にフランス 船 ヴォ 

ルガ (Volga, l502t)  で帰国し (50),  1895 年 12 月 3 

日 に死去した (51)   

5. 後 言 己 

本稿は主として 官営生野鉱山雇いのフランス 人医師 

並びに技師についての 資料紹介であ る．生野 鉱 m に関 

する研究はこれまでに 多数の著書や 論文が出ているが ， 

残俳ながらフランス 人に関係する 部分の詳細な 記述が 

少ない・本稿はその 空白部分を多少なりとも 埋めたも 

のであ る．契約書を 突破口にしてフランス 人のプロフ 

ィールの紹介に 一歩道が開けたと 思っている． 

資料作成に際し 国立公文書館，国立国会図書館， 

外務省外交史料館，東京都公文書館の 資料を主として 

使用した・ ここにそれを 記し各機関に 謝意を表する   

生野鉱山のフランス 人関係の資料で 外務省㈹外交史料 

館所蔵 のものは簡単な 個人記録のほかにはあ まりまと 

まったものはない． しかし断片的ではあ るが最も基 

本的な資料，記録として 外交史料館の 資料が貴重なも 

のであ ることにはかわりがな い ， 

なお，筆者の 知るかぎりフランス 人の契約書の 仏文 

      「官営生野 鉱 m 技師ジャン・フランソ ア ・コア ニ 

ェについて」Ⅷ近代日本史の 前 研究 コ Ⅸ・ pp. 
5-31. 北樹 出版社． 1991). これまでの研究に・ ") 
「明治双期に 活躍したフランス 人鉱業家たち 一 
生野・則子・ 山ケ野鉱 llJ の場合」 ( 佐々木正男， 
日本大学文理学部『 史叢 』第 40 号， pp. 2-31, 
1977). ,b,  F 目付 鉱 m と傭 外国 刈 ( 佐々木正男 
『日本大学史学会研究彙報』第 8 揖 ， 1964). 、 。 ， 

『生野 銀 m のお雇いフランス ノ u 』 ( 沢護 Ⅱ ム 関西 
学研究』 第 11 号， pp. 6 一 22, 1981). 。   d.  「フ 

ランシスク・コワニ ェ 『覚国人雇人 鑑 』 と 『太政 

類典』からの 考察」 ( 沢護 『千葉敬愛経済大学研 

梵論集』第 14 号， pp. 65-82. 1978). 。   e,  「生 
野鉱山学校」 ( 高橋 邦 太郎， 日本仏学史研究会 

『日本仏学史研究Ⅰ第 6 号 pp. 1 一 6, 1975). 

・   f,  『官営生野鉱山の 先覚・朝倉 盛明 」 ( 古田国 
夫 旺 日本鉱業会・ 昭和 59 年度春季大会 研究・業 
績発表講演会 @ 刷 ) 19. 

(2) オーギュ スタン・エノン ', Aueustin Henon. 医 

師，双掲 汎 論文「生野銀山のお 雇いフランス 人」 
pp.l2-4 

(3) - ジャン・ポール・ イジ ドール・ヴィダル '. Jean 

Paul lsidore Vidal. 医師， 語学教師． 外務省外 
交史料館所蔵 『 官 雇人夫』 ( 整理番号 3-9-3-14) 
によると、 横須賀造船所の 医師として月給 250 円 

で明治 9 年 2 月 25 日より月雇いで 雇用された．宿 
舎は横須賀造船所の 官舎で，明治 9 年 12 月 25 日に 

免許が渡され ，同 11 年 4 月 27 日に解雇とな 十 ), 5 
月 2 日に免許が外務省に 返納された． 『 The 

J"pan Weeklyy Maild ( 横浜開港資料館所蔵 ) よ 
ると Dr ヴィダルは 1872 年 8 月 20 日にフランス 郵 
船コスタ・リカ (Costa Rica) 号で横浜に着いた   

また『フランス 語専攻 刮 ( 富田仁。 日本放送出版 

協会， p.210, 1983) によるとヴィダルは 林欽次 
@ 土肥 の 迎礒 塾の教師であ った。 

(4) L 台 onSisley: レオン・シスレイ・ 妹がコアニエ と 
結婚． 土木技師 H 土質 家 ． 月給 300 円． 参考文献 
二前掲佐々木論文「明治双期に 活躍したフランス 

人鉱業家たち」 p. l1. 前掲汎論文「フランシス 

ク・コワニ ェ 」 p. 16. 藤原著 二 明治以降の生野 

鉱山 史 』 p. l00 ・前掲釈論文『生野鉱山のお 雇 

いフランス人」 pp. 14- 5. 外務省外交史料館 

「 官 雇人 表 」， 
(5) Claucle Verne トクロード・ヴェルネイ。 機械技師   
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明治 5 年 nl 月来日，同 9 年 12 月 5 日帰国 ( 以上， 
沢 資料『百種・ お 雇いフランス 人明細 表 」 p. 
124). 

(6) 別子銅山技師ルイ・ラロックエ ouisLa,,oque). 
ラロックに関する 紹介で最も詳しいのは『刷子開 

坑二百五十年史吉刮 ( 住友本社・昭和 16. pp. 
291-344) であ る。 その他，前掲佐々木論文「明 
治前期に活躍したフランス 人鉱業家たち」 p. 17 
参照・ 『お雇い覚国人②産業」 ( 吉田光 邦 ，鹿島研 
究所出版会， pp. l50-2). 

(7@  Joseph  Lustemberger  ( ジョゼフ・リュスタン ベ 
ルジェ ), JeanBaptisteLustemberger ( ジャン・ 
バチスト・リュスタンベルジェ ) : いずれも機械 

技師． 
(8) Andre Bossi ' アンドレ・ボッ シ ． 精錬 工 ． 明治 

9 年 3 月 14 日に生野で死去 ( 『太政類典』第 2 類 
外国交際 15 . 外客雇人 5. No 51). 

  9    Denis S 色 、 Voz . ドニ・ セ ヴォーズ．土質 家 ．雇い 

期間二 187C@ 年 2 月一 1871 年 9 月．参考文献二双掲 
佐々木論文「明治双期に 活躍したフランス 人鉱業 
家 たち」 pp. 20-3. 釈論文「生野鉱山のお 雇い 

フランス人」 p. 8. etc. 汀 he Japan Weekly 
MailJ ( 横浜開港資料館所蔵 ) によると ド ・ セ ヴ 
ォー ズ は 1870 年 2 月 17 日にフランス 郵船 う ・ ブ一 

ルドネ (Labourdonnais) 号で横浜に着いた．サ 
ン・ テチ エンヌ国立 鉱 m 学校卒業． 

(I0 Paul Ozier: ポール・オジー L (vers 1834-1908), 
島津家雇い鉱山技師 ( 釈論文「ポール・ オ ジェー 

島津家雇いの 鉱山技師」 ( 『 ィム 南西学研究』第 20 号， 
1990). 前掲佐々木論文「明治双期に 活躍した フ 
ランス入鉱業家たち」 pp. 23-4. 

(l1) ポール・アメデ ，リュドヴィッ ク ・ サヴァ チエ 二 

Paul@ Amedee@ Ludovic@ Savatier@ (1830-1891)   
医師，植物学者． 拙著『 日 仏文化交流史の 研究Ⅱ 
pp. 395 円 20 ・今井忠 宗 「植物家 仏医サヴ ァチ ェ 
の事蹟」 け 植物研究雑誌』 1917). 上野益姉 
「ポール・サバチエ」 ( 「お 庭ぃ 外国人③自然科学』 

鹿島出版会． 1968). 富田仁「ポール ， サヴァ テ 
ィエ」 ( 『横須賀製鉄所の 人びとⅠ富田，西堀， 有 
隣堂・ 1983. pp, 45 一 8). 

(l% Belisaire Alexandre ' ベ リゼール・アレキサンド 
ル・東京で歯科医，松江 藩お 雇 い 外国人．参考 文 

献 「覚人教師フレット 及びアレキサンドルについ 
て ( 続 ハーン資料 ) ( 村 松江における 洋学の変 

革 ) 」 ( 梶谷 延 ( 泰之 ) 『島根大学論集』第 13 号， 
人文科学， 1964, p. 13). 「松江とフランス」 ( 田 
中隆二「山陰文化研究紀要」第 22 号， 1982. 田中 
隆二「 ALEXANDRE et VALETTE(?): deux 

professeurs  franCais  a  Matsue  en  l870 」 (F イム 南 西 
学研究』第 17 号， pp. 4 ト 55.  1987),  etc.  なお 
汀 he  Japan  Weekly  MailJ  ( 横浜開港資料館所 
蔵 )  によると， アレクサンドルが 1969 年 9  月 26 日 
に リュ シ ー (Lucie)  号で か ・ア一 ヴル ① e 

Havre)  から横浜に着いているが ， これが歯科医 
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の アレクサンドルかどうか 不詳． また Dr アレク 

サンドルが 1872 年 9 月 2 日にフランス 郵船のオレ 

ゴニアン (Or 色 gonian) 号で横浜に着き・ 11 月 12 
日に横浜から ゴダ ヴァリ ー (Godave,y) 号で香 

港へ出発した ，同一人物だとすると ， これは一時 

帰国したことを 意味する． 
Emil 。 M",, 田 ， : エミール・マッ セ ． 大学東校， 

横浜フランス 病院，高知藩の 病院に勤務した． 
1877 年 10 月 9 日死去 ( 遺体は横浜覚人墓地に 埋葬 
された ). 
Paul Prat : ポール・プラ ， Justin Balette ' ジュ 
スタン・バレット ，拙稿「御雇仏人ペルピニャを 

めぐって」㏍ 日本仏学史研究』 ( 日本仏学史研究 
会 ，第 3 号， p. 19. 1973). この原資料は『各省 
庁府県外国人宿 傭 一件』 ( 外務省外交史料館資料， 
「勧業 寮 所轄富岡製糸 場 仏人関係」 ). 
「公文 録 」「此度生野用 製鉱所 新規御雇 ニ付而 Z 
約定案仏文夫」 (2A 円 イ 94) マイクロリール 番 
号 146, コマ番号 800 一 1. その他和文の 方は『太 
政類典』 ( 外国交際 1 . 外客雇人 9) (2A 一 9 一 
294) マイクロリール 番号 35, コマ番号 775. 「別 
紙工部省同鉱山寮生野支庁へ 外国人 師 一名御雇人 
Z 儀 審議 候所 同所事業過々盛大相 成候 ニ行春名増 
員 相度且 徴用方 Z 儀ハ 生野御傭仏人 コ ワニ一尺 江 

依頼同人 ョリ 中道 候趣 実際無余儀相聞 候間 御許可 
相成可然 九条約書案甲第 5 条第 6 条 ハ 同省 江遂協 

議 貴候間 帖紙 2 通改正 候様御 司令 相成可然 存候 テ 
指令 按ヲ 調査 シ抑 高裁 候也 」という工部省案に 対 
し 明治 7 年 12 月 15 日に「 伺 Z 趣 開展 候 条約書 按 
貼 紘之 通 改正 シ ，結約玄上尚可届出事一胆大蔵 省 
ヘ ハ具名 ョリ 可敦通達 事 」という裁可が 出された 
( 国立公文書館所蔵 ). 
例えば，大阪兵学寮教師ルイ・サミ 一 (Louis 
Sarnie) は給料の不満を 次のように述べている． 

「 余 と開成所教師との 月令相違も甚しからむ 且 他 
の日本人並仏人に 対して前条令と 開成所教師の 相 
違に 付 如何にも余が 学力至らざる 放 と思はば 此甚 

不愉快の事なる 故 何分にも足下付金 増 方の事に付 
好意を仰のみ 云々」 ( 拙著『 日 仏文化交流史の 研 
究』 p.21. 駿河台出版社・ 1888). 
ボアソナード (Gustave Emile Boissonade de 
Fontarabie, 1825 一 1910) の年俸は，例えば 明治 

15 年の場合をみると ，月給が 700 円，別段手当 500 
円で合計 1400 円であ った． この他に宿料 月に 50 円， 

慰労賜金 1000 円が加算されたⅣ 日 仏文化交流史 
の研究 J p.20 ・駿河台出版社， 1886). 
ヴェルニー (F,ancois L る once Ve,ny, 1837 一 
1908) の年俸は， 1 万ドルであ った ( 『太政類典』 
( 第 2 類 外国交際 4, 外人参朝政贈遺 2. 「海軍省 
傭 仏人ウエルニⅠ サヴァチ 一両人謁見」 ). 
注 何に同じ． 

国立公文書館資料『太政類典』 2A 円円 7 (No 
20), マイクロリール 番号 6, コマ番号 1364. 「 鉱 

出居御雇仏人 コ 八二Ⅰ 御 賞与 之儀 二村 伺 」， 注 

      Ⅰ Ⅰ " " 
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  。 1   惨照 ． 

東京開成学校 : とりわけ物理科は 授業が全てフラ 

ンス語で行われた． 『 傭 外国人教師・ 講師履歴書」 
/ 第 1 冊上巻 N068. 東京大学図書館所蔵 ) には 
「仏国人マイエー Ma Ⅲ et 明治 7 年 10 月 26 日 ヨリ 

同 8 年 10 月 25 日進 12 ケ 月間 / 期限 ヲ以デ 傭人東京 
開成学校物理化学博物学教師 授業時数 1 日 5 時 

間 月俸 日本貨幣 弐 百五 拾 月 

明治 8 年 10 月 4 日 願ニ 依り解約」とあ る． 
「資料 官 展 ・ お 雇いフランス 人明細 表 」 p. 129 
( 沢 『千葉敬愛経済大学研究論集」第 23 号． 1983)   

マイ ヨ (H . X Ma Ⅲ ot, 1831 一 1874. エロ一県 

(H モ， "u Ⅲのセ ート (S さ te) 生まれ，大学南校， 
東京開成学校，諸芸学校などで 教授   1874 年 8  月 

14 日死去・横浜の 外人墓地に埋葬された． 尚 ， 名 ， 
前の H . X は不明 け 市民バラフ・ ョ コハマ』 

(N033 「 U 」 手 外人墓地・・・ 社会・文化Ⅱ人名 

辞典』 1980 ・ p. 58. 横浜市市民同市民活動広報 
課刊行 ). 
「東京開成学校教師仏国人マイ ヨ 代員トシテ同国 
人マイエー雇人御店」 げ 公文 録 』 佗 A づ一 1197). 
マイクロリール 番号 143. コマ番号 1319j. 

前往 に同じ． 「東京開成学校御雇教授位 一 マイ 
エー 雇人日限 相改候儀 ニ村御局」   

例えば東京外国語学校の ア リヴェの場合 @ 治 15 
年 ) は月給 15(@ 円 ，司法省法学校の フ 一クの場合 

( 明治 10 年 ) は 200 円であ った． ( 拙著『 日 仏文化 
交流史の研究』 pp. 472, 487.   駿河台出版社． 

1988). 
外務省外交史料館の『 官 雇人 表 』 (3 円 -,3 円 4). 
前掲資料『太政類典 J 2A 一 9 円 94 (N064), マ 
イクロリール 番号 35, コマ番号 0474 「鉱山寮仏国 

人 マイエ雇人条約書」． 

注 四の p. 129. 『 The JapanWeek け Ma Ⅲ 1880 

年 5 月 15 日号と『 EchoduJapon 』 188(@5 月 14 
日号の出港記録に Dr Mailhet とあ るが Ma Ⅲ et 

のことであ ろう ( 横浜開港資料館所蔵 ). しかし 
それについては 更に調べる必要があ る． 

「生野 鉱 m のお雇いフランス 人」 @ 、 Ⅱ 仏 南西学 
研究』 第 ¥¥ 号 。 p. ロり ・ 
横須賀製鉄所 : パ リのニコル・ポリテクニック 

( 理工科大学 ) 出身のフランソ ア ・レオンス・ヴ 

ェルニーを主任技師として 招牌 し 幕府が近代的造 

船所を創設した． これは，幕府がフランスの 協力 
を得て行った 事業の中でも 最大級のものであ った   

各種の工場建設用の 煉瓦は同製鉄所で 製造したも 

ので，製鉄所の 文字がその裏 に刻まれている． こ 
の煉瓦は横須賀製鉄所が 建設した観音崎の 灯台に 

も使われた． これは日本の 煉瓦製造でも 最も古 い 

もので，製鉄所・ 灯台以外で使われた 形跡は見ら 
れない・横須賀製鉄所関係のフランス 人について 

は ， F 日 仏文化交流 史 の 研剃 @ 堀 ．駿河台出版 
社， pp.257 円 4,  395 目 20,  1988), 
『 Francois  Leonce  Vernyd  (Georges  Balay, Im- 

primerie  Lefrancq  et  Cie,  1990).  に es  FranCais 
au  Japon. La  Creation  de  l,Arsenal de  YokoskaJ 

( 旺 Revue  Maritjme 』 Jean  Raoulx,  1939).  仁 横須 
賀海軍船側 ( 横須賀海軍工廠， 1915). 

  3 ％ @  富岡製糸陽二ポール・ブリュ ナ (Paul BrunaI, 

184 ト ? , を 主任技師に迎え ，明治政府は 殖産 興 
業 の一つとして 絹の生産にフランス 政府の協力を 

得て現在の群馬県富岡市に 大規模な製糸場を 明治 

5 年に建設した．煉瓦の 建造物は日本でも 5 指に 

入るほど見事な 出来ばえであ った．製糸場は 明治 

時代に民営に 移管され，第 2 次世界大戦後も 長く 

続いた・近年まで 片倉工業株式会社がこの 製糸 場 

を使用していたが 繊維業界の不況から 遂に撤退し 
現在は建物等は 富岡市の管理となった   建造物の 

全ての煉瓦はフランス 積みであ る． 『 日 仏文化交 

流写真集第 1 集』 ( 西堀。 駿河台出版社， pp. 
172 一 8, 1986). 

(33   横浜の山手地区に 数軒現在のほかに 中区根岸の太 
久保家にもあ った． 

(34    外国人建築家 : ポール・ピエール・サルダ (PauI 

円 erre  Sarda,  1844 円 905).  エドモン・バスチア 

ン (Edmond  Baslien,  1839 円 889).  ド ・ボアン 

ヴィル に． de Rn@ ㎡ llee). ジョン・ ダイアック 
(John  Daiak),  etc. 

(35) 国立公文書館資料『 訳稿 集成 第 3 編 巻 6 』整 

理番号 : 186 函 4 架 ． 「文部大輔閣下 ニ 謹呈ス一地 

震度 ヒ 日本ニ船 テ 煉瓦石家屋建築亡兄込書」 No 
144. 

(36) Ⅲ f,ed G 台 ， a,d: アルフレッド・ジェラール． 幕末 

から明治期にかけて 日本で肉屋，船舶用飲料水 販 
売 ・煉瓦， 瓦 工場などを経営したが ，来歴など不 

詳． ロ コラマ新聞』 1991 年春季 号 「アルフレッ 
ド・ジェラール」 ( 沢護 「干葉敬愛経済大学研究 

論集」第 32, 33 合併 号 ， 1988. pp. 195 つ 42). 
「 AIfred ㎝ 田 ， d 製造の瓦と煉瓦について」 ( 伊藤 
三千丈「日本建築学会論文集 ] 第 66 号。 第 2 部． 

1960 ，「かわら日本史』 ( 駒井 綱 之助， pp. l91 円， 
1972) 「 ; 三人ジェラ一 ) Ⅱ ( 飛鳥田一雄。 有 隣堂， 
1974). 

(37) 横浜製鉄所 : 拙著「 日 仏文化交流史の 研究』 PP   
34., ト 5;i. 

  30, ドクトル ミュ ルレー = 工部省勧業 寮 。 製作 寮お 

雇いの Caspar Mulle, ( カスパル・ミュラⅡ と 

思われる． 
(39)  「赤煉瓦 物 J@J p. 40 ( 赤煉瓦物語をつくる 会 = 

代表今井清二郎， あ さを 社 ， 1986). 

(40) 祖 2 ㈱の p. 124. 汀 heJapanGazelte 』 1883 年 3 月 
21 日号と『 The  Japan  Weekly  Ma Ⅲの 1883 年 3 
月 10 日号で確認 ( 横浜開港資料館資料 ) ． 

  41,  f 王 、 22, の p.  123.  『 The  Japan  Week    y  M こ     ld  の 
1872 年 3  月 30 日号で確認． 

  42, 外務省外交史料館所蔵 の「官展人夫』 ( 整理番号 
3 円円 一 14).  (1976 年 ) 

  矧 『公文金 鼠 J  (2A 一 g  一 1222.  明治 7  年 1l 月 T.- 部 
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省文部 会 ． N03. 

@44)  M 生野技師 ム一 シュー 雇 継走 約 校訂 / 方 』に よ る 
と「第一条 千八百七 拾 二年 1 月三十日は ント 
ティアン」ニ 施 テ 日本政府 / 職務のため「コア 
ニー」 ト 「 ム一 シェ」 トノ間 二敗績 ヒシ定約は此 
ニ船 テ尽ク 廃止 スヘシ 然ル 上 ハ 向後 君シ 約定上 

ニ献 キ 異論 差 超ル コ トアルモ 都テ 関係 ナ カルベ 
ーン」 ( 『公文銭』明治 7 年 11 月 ) 2A 一 9 円 222, 

No3). 
(4 旬 『公文銭 J 2A 一 9 円 460 (Nol) 「鉱山寮仏国人 

ム 一 ゼノ 雇 期限 ％ 減縮」『太政類典』 2A 一 9 り 94 
(N0 64). リール番号 35. コマ番号 0777, 「同上 
雇継 期限減縮」．双掲釈論文「フランシスク・ コ 

ワニ ェ 」． 74. 
㏄ 0  有年壮Ⅱに同じ   

㈲ 萌佳 に 同じ．前掲佐々木論文「明治双期に 活躍し 

た フランス人鉱業家たち」 p.3. 同派論文「フラ 
ンシスク・コワニ ェ 」 pp. 6 ㌻ 7 参照・木下亀城 

「 薩藩 のお雇い外国人 鉱 m 技師」 ( 『地学研究 J 4 
(1 一 6)  1973). 

㈹ 荘 三皿別に同じ   

且 別 注 且掛に 同じ   

@0  七 % 之助 の p. 124   

(5 町 荘 主 @2  の p.  124.  『 The  Japan  Weekly  Ma Ⅱ d  の 
1880 年 5  月 1  日号で確認， 

( にしぼり あ きら 横浜国立大学経営学部教授 コ 


